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みずべぐ ら し プロジェ ク ト @大磯



事業の背景

現在、 地域が抱える課題と し て地域コ ミ ュ ニティ の希薄化が問題と なっ ていま

す。 また、 我々の祖先は水辺に集落を 形成し 、 水辺を 中心に暮ら し を 営んでいま

し たが、 現在は水辺と 暮ら し の間に隔たり ができ てし まっ ています。



事業の目的

そこ で本企画は、 水辺と 暮ら し を近づけ、 水辺と 共に暮ら す新し いラ イ フ スタ イ ル「 み

ずべぐ ら し 」 を掲げ、 自然と 繋がる悦び・ 人と 繋がる悦び・ 地域と 繋がる悦び のある暮

ら し を実現するこ と を目的と し ます。



ビジネスアイ デア

タ ーゲッ ト 　
● 神奈川県大磯町内に住んでいる人

● 人と のつながり や居場所を求めている人

● 自然に触れる体験をし たい人

手法　
● イ ベント 企画

○ 水辺で過ごすき っ かけをつく り 、 水辺の魅力に気づいても ら う ために、 SUP体験、 テント サウナ、 焚き

火などのイ ベント を企画し ます。

● 空き 家再生

○ 暮ら し の延長と し て、 日常的に水辺で過ごし ても ら う ための居場所づく り と し て、 地域の人を巻き 込み

ながら 、 活動拠点の不動川のほと り の空き 家を再生し ます。



ビジネスアイ デア

新規性　
● 水辺で過ごすこ と を、 「 非日常」 ではなく 、 「 日常 (暮ら し の延長)」 と 捉えて活動を行う こ と 。

● 都市の水辺ではなく 、 地方の水辺を拠点と し て活動をし ているこ と 。

● 水辺を愉し むためのソ フ ト の場づく り の事例はあるが、 「 イ ベント 企画」 と 「 空き 家再生」 のソ フ ト と

ハード の2つのアプローチで水辺での場づく り を行う こ と 。

成長性　
● 大磯町で、 水辺でのイ ベント 企画と 空き家再生による場づく り の事業が、 効果を生むこ と ができれ

ば、 水辺を起点と し た地方の再生モデルと し て、 各地に展開するこ と ができるこ と 。



こ れまでの活動実績

SUP体験会 (4/21、 4/28、 5/26、 6/30)

こ れまでに計4回開催し 、 大磯町内の20名の方にSUPを体験し ていただき まし た。 水辺の魅力に気づ

き、 水辺を身近に感じ ても ら う ためのき っ かけづく り と し て開催し ています。



こ れまでの活動実績

大磯市での出展 (5/19、 6/16)

毎月第三日曜日に大磯港で開催さ れる朝市にPRブースを出展し 、 プロジェ ク ト についての発信活動

を行いまし た。 大磯町内の多く の方々と お話し するこ と ができまし た。



こ れまでの活動実績

水辺の社会実験 (7/7)

活動拠点の不動川のほと り で、 キャ ンド ルを並べ、 焚き 火をし ながら 乾杯するイ ベント を企画し ま

し た。 身近な水辺の可能性を感じ ても ら う ための企画です。



スケジュ ール

7月
空き 家探し /契約

8月
空き 家改修プラ ンニング

9・ 10月
空き 家DIY (定期的にDIYワーク ショ ッ プも 実施)

11月〜
水辺の拠点と し て運営開始



主要メ ンバー

長谷部駿 (共同代表)
慶應義塾大学環境情報学部4年

高橋翼 (共同代表)
武蔵野大学工学部建築学科4年

緑川絵梨
横浜市立大学国際教養学部4年

浦田優唯
慶應義塾大学政策メ ディ ア研究科2年


